


は じ め に

本格的な地方分権時代を迎え、それぞれの自治体には、個性豊かで活力に満

ちた地域社会の実現のため、創造性、自立性を発揮しながら、自らの責任で、

自ら決定する行財政運営の取り組みが求められています。

北九州市においては、少子・高齢化や国際化、高度情報化など、社会構造の

大きな変化に対応し、また「再生」から「浮揚」へと、21世紀に大きくはばた

くために、市民の皆様の積極的な参画のもと、基本構想である「北九州市ルネ

ッサンス構想」を着実に推進していくこととしています。

そのためには、地域の持つあらゆる資源を効率的・効果的に活用を図る「都

市経営の視点」からの取り組みを進めるとともに、まちづくりを進めるにあた

って、事業の内容や財政状況等をわかりやすく説明するなど、市民の皆様への

アカウンタビリティ（説明責任）がより一層重要になると考えています。

このような取り組みを財政的な観点から進めるため、本市では企業会計手法

を活用した「バランスシート」や「行政コスト計算書」を作成しており、「北九

州市財政の概要（財政白書）」平成14年度版では、これらの財務諸表を含め、本

市の財政状況や財政健全化への取り組みなどを色々な角度からわかりやすく紹

介することとしました。

本書により、市民の皆様の本市行財政運営に対するより一層のご理解とご協

力をいただければ幸いです。
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